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はじめに
　市販されている歯磨剤のpHは約6～9の範囲で，
歯磨剤の使用により歯表面のpH変動をもたらすこ
とがあると考えられる．pH変動の程度と，う蝕罹
患性への影響を考察するのが本編の目的である．臣
対象および方法
　歯科衛生士学科3年生14名（年齢　20．8±0．3歳；
Mean±SEM）を被験者として通常の食事（朝，昼食）
後，歯磨き無しに1～2時間を経て，微小接触型
（た1）．
　1）測定間隔：（1）歯磨き直前［測定開始］，（2）歯
　　　磨き直後［5分後］，（3）50分後
　2）測定部位：（1）11－21　間唇側，（2）41－31　間舌側，
　　　（3）16－15／25－26　間頬側，（4）46－45／35－36間
　　　頬｛則，　（5）16／26　　／1、窩，　（6）46／36　　／1、窩
結果および考察
　各人の現在使用している歯磨剤を持参しp且測定
実験に用いた：1）先ず，歯磨剤のpHを測定した処，
（1）S社G製品（pH649，686），以下同様に，（2）L－D
（pH7．29），（3）1！C（pH732），（4）L－DK（pH765），（5）
A－A（pH773），（6）L－S（pH7697．86），（7）L－M（p且＆22），
（8）G－A（pH＆701；5名の被験者が測定実験に使用）
であり，2）歯磨剤をpH8で2群に分け，歯磨き時
の歯磨剤使用による歯表面のpH（変動／変化）測
定の結果を表に示す．中段は統計解析結果で，3測
定点における平均値の差は著しく，2群において，
また，総計でも，測定時間方向に高度な統計学的有
意性が認められる．被験者・測定部位での有意性は
認められない．
　う蝕は，脱灰一再石灰化サイクルのバランスが脱
灰に傾く時，起こるとされ，臨界pHが脱灰の目安
である．歯磨き時の歯磨剤使用により観測される歯
表面のp且値は約6～8の範囲で，歯磨剤のpHが高
ければ歯磨き後の歯表面のpH上昇の幅は大きい．
しかし，これは，歯質の再石灰化に至適なpHを長
時間維持するというよりむしろ，徐々に（5～50分）
低下し，口腔内で見られる生理的変動の範囲に近い．
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歯磨剤（上段＞pH8；下段くpH8）
歯磨剤による歯表面のpH変動
　　歯磨き直前（測定開始）歯磨き直後（5分後） 50分後
pH平均値±95％信頼限界（n＝34） 6．64±0．105 7．21±0．147 6！79±0．113
　p（t一検定）　　　　　　　　　　　α0003　　　　　　　002
被験者・測定部位でNS，測定時間方向にp＝30×1σ9（二元配置分散分析）
上段（歯磨剤＞pH8）では，被験者・測定部位でNS，測定時間方向にp＝10×1σ10
下段（歯磨剤＞pH8）では，被験者・測定部位でNS，測定時間方向にp＝α0005
0駕｝0074
pH平均値±95％信頼限界（n＝41） 6．88±0．077 7．02±0．063 7．02±0∫）67
